
令和２年度障害者支援施設けやきの村事業報告書 

 

障害者支援施設として快適な環境のもとで、個人の尊厳が最大限に尊重され、自己決定に基づくその人

らしい生活の実現をめざすとともに、地域生活を支える多様な事業の展開と就労に関する支援を充実させ

一般企業への就労を含めた社会経済活動への参加を促進するなど、利用者の自己実現をめざした支援を行

うため、「令和２年度社会福祉法人けやきの村事業計画」に基づき、それぞれの分野において関係法令に

則った適正なサービスの提供と質の向上に努め、次の各項目にそって事業を行った。 

 

１，実施した障害福祉サービス事業 

（１）生活介護事業 

    利用者が自己決定に基づいたその人らしい生活を営むことができるよう、入浴・排泄及び食事の

介護、機能維持のためのリハビリ訓練、生活の質を高めるための集団レクリエーション活動、創作

的活動または生産活動の機会の提供、その他の便宜を適切かつ効果的に行った。 

（２）就労移行支援事業 

    利用者の就労に対する意欲を十分に尊重し、生産活動その他の活動を通して、就労に必要な知識

および技能の習得及び地域生活に必要な能力を身に付けるため、必要な訓練・実習その他の便宜を

適切かつ効果的に行った。 

（３）就労継続支援Ｂ型事業 

    利用者の働きたいという意欲を十分に尊重し、その人に合った生産活動の場を提供するとともに

社会生活における習慣の体得と技能の習得ができるよう、必要な訓練およびその他の便宜を適切か

つ効果的に行った。 

（４）施設入所支援事業 

    利用者が日中活動と併せて夜間においてその人らしい生活を営むことができるよう、入浴・排泄

及び食事の介護等の便宜を適切かつ効果的に行った。 

（５）短期入所事業 

    居宅においてその介護を行う方の疾病その他の理由により短期間の入所を必要とする障害者に

対し、短期間の入所をさせ入浴・排泄および食事の介護等の便宜を適切かつ効果的に行った。 

 

２，運営管理及び諸会議等 

（１）施設は、契約に基づいた利用者本位の支援の提供を基本とし、次の環境整備を行った。 

   〔環境整備〕 

 特殊浴槽の更新（ＪＫＡ配分金） 

 体育館エアコンの更新（福島県事業者向け省エネ対策推進事業補助金） 

〔物品購入〕 

① 温冷配膳車の購入（共同募金配分金） 

② リモート通話用ツールハード一式の購入 

③ ユニットハウス（３棟）の購入 

④ 介護ベッド 3 台の購入 

（２）個別支援計画策定会議を開催し、利用者の生活の質を重視したその人らしい快適な生活が送れるよ     

  う、利用者個々の状況及びニーズに基づいた個別支援計画書を作成し、計画に基づいた適切なサービ

スの提供に努めた。 

    個別支援計画策定会議開催回数；７8 回 



（生活介護；４3 回・就労支援Ｂ型；３２回・就労移行；３回） 

（３）施設の適正な運営のため次の会議を開催した。 

    マネジメント会議；１２回 

（４）公正・公平な事業運営と利用者のサービス選択に資するため、サービス内容に関する情報の提供、

財務諸表および事業報告書等の開示を行うとともに、法人機関紙として「けやきの村便り」を２回発

行しました。なお、平成２６年３月３１日に開設した公式ホームページを積極的に活用し、情報提供・

情報開示を行った。 

令和２年度におけるホームページへの情報提供件数 

 けやきの村 ２０件 

 青 松 苑 １８件 

 静 心 園 ２２件 

 桃 の 里 １０件 

 相 談 支 援  ４件 

 合   計 ７４件 

（５）福祉サービスに対する利用者の苦情や意見を汲み上げ、利用者と施設が対等の関係を築くとともに

利用者本位の福祉サービス提供を実現するために苦情解決委員会を開催し、苦情解決体制の充実に努

めた。 

苦情解決委員会：令和２年６月２４日開催 

   令和２年度における苦情については、下記のとおりである。 

    苦 情 受 付 件 数；３件（職員の態度を改めてほしい２件、利用者の態度を改めてほしい１件） 

（６）利用者が施設において、安心・安全な生活が送れるよう、ヒヤリ・ハット・事故報告書による未然

防止および再発防止に努めるためにリスクマネジメント委員会を開催した。 

   ヒヤリ・ハット・事故報告件数；１１９件（前年度比２９件増） 

   〔内訳〕転倒、転落８３件（前年度比２６件増）・外傷０件（前年度比０件減）・破損等４件（前年

度比１件増）・接触 0 件（増減なし）・火傷０件（前年度比１件減）・誤飲、誤嚥２件（前

年度比１件減）・異食０件（増減なし）・誤薬２件（増減なし）・所在不明０件（増減なし）・

施設外徘徊０件（前年度比３件減）・施設内徘徊４件（前年度比３件増）・暴行０件（前年

度比１件減）・自虐行為０件（前年度比２件減）・紛失１件（前年度比１件増）・衝突１件

（前年度比１件増）・その他２２件（前年度比３件増） 

上記の１１９件のほか、平成２５年３月１１日付２４自第４６５７号福島県障がい福祉課長名で通

知のあった事故に該当する事故件数 ⇒ ２件（転倒１件、窒息 1 件） 

（７）障害者の虐待防止に努めるため、職員（５９名、無記名）を対象に「障害者虐待防止チェックリス

ト」を活用し調査（令和２年 7・8 月）を行った。 

虐待防止に関しては、法人内新任職員研修会の研修テーマに加えた。外部研修については、コロナ

禍のため派遣を行わなかった。 

また、月１回虐待防止・権利擁護委員会を開催し、職員の気づきを大切にしながら日常の支援の中

で感じたことを中心に話し合い、会議録の回覧により職員に周知した。 

（８）労働安全衛生法の改正に伴い５０名以上の事業所に義務付けられた「ストレスチェック」を実施し、

職員のメンタルヘルスケアに努めた。 

（９）感染症対策として蔓延防止マニュアルに基づき、職員に周知徹底を図り、対策を実施するとともに、

新型コロナウイルス肺炎感染症、インフルエンザやノロウイルスなどの感染性胃腸炎の予防のため全

居室に空気衛生機を設置し細心の注意を払い、感染の未然防止に努めた結果、感染者を出さなかった。 

（10）職員の資質向上の観点から、個人研修計画に基づき積極的にＯＦＦ－ＪＴを活用しました。職員



の研修会の参加については、福島県社会福祉協議会研修センター主催の研修会を中心に参加し職員の

資質の向上に努めました。併せて、法人主催の新任職員研修会にも参加、研修報告会についてはコロ

ナ禍であるため実施できなかった。また、自己啓発援助制度を積極的に活用し自己研鑽に努めた。 

   ◎外部研修会参加状況；福島県社会福祉協議会研修センター主催研修会 １１回  １１名 

              社会就労センター協議会関係研修会  ０回   ０名 

              身 体 障 害 者 施 設 協 議 会 関 係 研 修 会  ０回   ０名 

              そ の 他 の 研 修 会 ・ セ ミ ナ ー 等  １回   １名 

                            合  計 １２回  １２名 

   ◎内部研修会参加状況；法人主催 新 任 職 員 研 修 会     ２回   ７名 

                   普 通 救 命 講 習 会     ０回   ０名 

                   新規採用者就業前研修     ０回   ０名 

              委員会主催 虐待防止研修会（虐待防止・権利擁護委員会） 

                                  ０回   ０名 

                   口腔ケア研修会（教育研修委員会） 

                                  1 回   ５名 

                   福祉レクリエーション研修会（教育研修委員会） 

                                  1 回   ５名 

人権擁護研修会（虐待防止・権利擁護委員会） 

                                  0 回   0 名 

                   交通事故防止と冬季の安全運転（事故防止委員会） 

                                  １回   ６名 

              施設主催 勉 強 会         ７４名 

テーマ；①ガウンテクニック 

    ②人工骨頭置換術施行利用者のケアについて 

     の注意点 

                   研 修 報 告 会     ２回  ２3 名 

   ◎自己啓発援助制度に基づく研修会参加状況           ２回   ２名 

   ◎喀痰吸引研修(第三号研修)(特定の者対象)修了者(認定特定行為業務従事者認定証交付者) ６名 

（11）毎月１回衛生委員会を開催し、職員の労働安全衛生に努めた。令和２年度における活動内容は以

下のとおり。 

開催月日 委 員 会 議 題 活 動 内 容 

４月１４日 新型コロナウイルス感染症対策について ・職員定期健康診断実施 

 

５月１２日 職場巡視について ・（※）各種クラブ活動の推進 

・職員腰痛検査（１回目）の実施 

６月 ９日 職員定期健康診断の結果について ・（※）普通救命講習会の実施 

 

７月１４日 年次有給休暇の取得状況について ・（※）暑気払い 

・ストレスチェックの実施 

８月１１日 感染症との付き合い方について ・（※）職員旅行の実施（年間） 

・虐待防止アンケートの実施 

９月 ８日 労働災害について ・（※）けやき祭の実施 



時間外労働の状況について ・防災訓練の実施 

１０月１３日 ストレスチェックの結果について ・職員の定期健康診断 

（夜間勤務職員対象） 

１１月１０日 虐待防止チェックリストの結果について ・職員腰痛検査（２回目）の実施 

・ストレスチェック面接指導 

１２月１０日 夜勤職員の定期健康診断の結果について ・（※）忘年会の実施 

・腰痛予防アンケートの実施 

１月１４日 子の看護休暇取得について 

コロナ禍における事務室所の配置等について 

 

２月１２日 介護職員の腰痛予防対策チェックリストにつ

いて 

・（※）防犯講習会 

３月１１日 令和２年度活動報告 

令和３年度活動計画（案）について 

・（※）消防教育ビデオ上映会開 

 催 

                                 （※）コロナ禍のため中止 

（12）福島県北地区における身体・知的・精神の三障害の施設・事業所・団体との連携を強化し、地域の

中での福祉施設として、福島県北地区障がい福祉連絡協議会、福島市障がい者地域生活支援協議会及

び伊達市自立支援協議会に参加し、その一翼を担った。 

（13）令和２年度福島市障がい者週間記念事業はコロナ禍のため、不参加とした。 

（14）中野地区展覧会の実行委員として職員（１名）が参加し、企画・運営に参画したが、今年度はコロ

ナ禍のため中止となった。 

（15）中野地区大運動会はコロナ禍のため中野小学校運動会として開催され、利用者・職員の参加はな

かった。 

（16）平成２０年度より推進している「花いっぱい運動」を展開し、花と緑を大切にした潤いのある毎日

を目標に、そこに住む人・そこに働く人、そしてそこに訪れる人に「癒しと安らぎ」を与えられるよ

う努めた。 

（17）原発事故に伴い社会福祉施設においても節電に対する取組みが求められるなか、令和２年度にお

いても省エネ対策チームを中心として「省エネ、節電運動の推進・ご協力のお願い」を掲示するとと

もに、こまめな消灯やアイドリングストップ、空調温度の管理、自動ドアの電源オフなどの対策を行

い、節電に努めるとともに、経費の節減・地球に優しい環境づくりに努めた。 

（18）けやきの村三つの定め「利用者に質の高いサービスを」・「職員の生活安定」・「けやきの村の経営の

安定」を基本として、全職員が意識を共有し、働き甲斐のある職場づくりに努めた。 

 

３，利用者へのサービス提供について 

（１）生活支援 

   ①利用者の生活の質を重視したその人らしい快適な生活が送れるよう、利用者個々の状況およびニ 

ーズに基づいた個別支援計画書を作成し、計画に基づき適切なサービスの提供に努めるととも

に、適切な時期にモニタリングを行い、利用者の実情に沿った計画の見直しなど、きめの細かい

サービス提供に努めた。 

   ②グループワークの場を活用し、対人関係におけるマナーと円滑な人間関係の形成や施設運営・行

事、職員の接遇対応及び給食等に対する意見・要望を汲み上げた。 

   ③コロナ対策を行いながら、日中活動としての創作活動や喫茶、レクリエーション等レクリエーシ

ョンメニューの充実を図り、自発的に参加する機会を提供するとともに、社会的な活動への動機



付けとなる支援に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）健康管理 

   ①利用者の健康維持のため、利用者個人の障害程度や健康状態を把握し、日常の観察を密にして定

期健康診断等を実施するとともに、嘱託医及び医療機関等との連携を行い、疾病の早期発見・治

療に努めた。 

    ・健康診断の実施 

      胸部レントゲン検査 受診者； ９６名（ 7 月８日、６３名、８月５日、３３名） 

      心電図・肝機能検査等 受診者； ９７名（１０月 ８日） 

      貧 血 ・ 血 糖 検 査 等  受 診 者； ９７名（１０月 ８日） 

       〃   （第２回目）受診者；１０３名（ ３月 ４日） 

・嘱託医の出務 

      厚生会クリニック       毎週１回 

    ・機能訓練の実施         毎日 

      リハビリテーション実施計画に基づき、入所者及び通所者に対し、機能訓練やＡＤＬ指導を

行った。 

    ・体重測定            毎月実施   

    ・インフルエンザ予防接種    ９５名接種 

    ・入院の状況 

      延べ入院者数 ５０名（実人員１４名）（前年度は延べ４５名、実人員２０名） 

②新型コロナウイルス肺炎感染症、インフルエンザ及びノロウイルス等の感染予防対策として、食

堂ホール，就労玄関に「電子式空気清浄機」（塩素系除菌水（ソリューション・ウォーター）を

噴霧できる空気清浄機（リース対応）を、１Ｆ，２Ｆケアカウンターに同様の「ソリューション

霧化器」を設置するとともに、廊下やトイレ前，居室前の施設内各所に手指消毒用速乾性アルコ

ール液を配置するなどし、感染防止に努めた。 

③利用者の健康に関する個人情報の取扱いに関しては、個人情報保護法等関連する規則を遵守し、

健診結果や通院状況などの健康情報は適正な取扱いの確保に努めるとともに、利用者の情報を他

の医療機関等と上手く共有し、継続的な治療と看護に生かした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●評価と課題 

 嘱託医と連携し、健康状態に対しての情報の共有を密に行い、異常の早期発見と早期治

療に心掛けた。去年と比較し、入院状況を見ると、延べ人数は増加し、実人数は減少してい

る。このことから、持病により、経過観察として、入退院を繰り返す利用者が数名いることか

ら、延べ人数は増加したものの、実際、入院に至った利用者は３０％減少した。今後も利用者

の健康の維持と増進に努めていきたい。また、感染対策として、インフルエンザ、ノロウイル

スに加え、新型コロナウイルス肺炎感染症に対しての感染予防対策の徹底を心がけ、予防法

などの周知徹底に努めた。結果、どの感染症に関しても、入所者、通所者共に感染者は０人と 

 

●評価と課題 

  利用者本人がその時々でより楽しい生活を送ることに重点をおき日々のコミュニケーション

を通して、利用者のニーズとその利用者のストレングスに着目した個別支援計画の立案、作成、支

援をすることができた。また、職員の見守り体制を分散化することにより、その時々で傾聴し、実

情に沿った支援ができ、利用者との絆がより深まったと言えます。「いつでも相談できる・見える

支援」により安心して楽しい生活を支援していきたい。 



 

 

 

（３）給  食 

   ①献立は十分な栄養と変化に富んだ内容とし、また調理にあたっては利用者の嗜好や身体的条件に

よる咀嚼や食事動作の障害を十分に考慮し、利用者に満足してもらえる給食の提供に努めた。 

    ・嗜好調査の実施（２月１９日～3 月２２日） 

    ・給食委員会の開催   毎月実施 

    ・選択メニューの実施  年４１回（前年度３５回） 

    ・鍋物の日の実施    年 ０回（前年度 ４回） 

    ・バイキングの実施   年 ０回（前年度 ２回） 

・治療食等の実施（令和３年３月３１日時点） 

      脂質コレステロール食  ０名（前年度 ０名） 

      カロリー制限食     ０名（前年度 ０名） 

      塩分制限食       ４名（前年度 ４名） 

      刻み食        １２名（うち通所者０名）（前年度９名、うち通所者１名） 

      超刻み食       １１名（前年度 1３名） 

      ミキサー食       １名（前年度 0 名） 

・食品自主検査，検便，厨房内清掃は、給食業務委託業者において実施した。 

    ・防鼠，防虫施行管理業務は、委託業者において実施した。 

   ②災害発生時における復旧時までの非常備蓄品として、アルファ米・保存水・レスキューフーズ等

の食品、簡易食器（紙皿・紙コップ・割り箸等）等を概ね４日分準備した。 

   ③入所利用者の栄養健康状態の維持や食生活の向上を図るため、個別の栄養、健康状態に着目した

栄養ケアマネジメントを実施するため、個々の利用者とのアセスメントを踏まえた栄養ケア計画

策定のため、個別支援計画策定会議の中で栄養ケアマネジメント会議を開催し、生活介護利用の

入所者５２名、就労系事業利用の入所者１９名の計画作成及びモニタリングを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●評価と課題 

・給食管理：総合的には安心、安全な食事を一冨士フードサービス（株）と連携し提供でき

た。しかし、食材の種類や量の偏り、通所者や入所者の欠席や欠食等による大幅な食品ロス

もみられた。今後も満足の高い給食を提供しながらも、こまめな調整が必要である。また、

温冷配膳車の導入が実施され、適時適温が可能となり、満足度向上に繋がった。コロナ禍で

バイキングや鍋物を中止せざるを得ず、その代わりとなるように選択メニューの回数を増や

し、テイクアウトや行事食を工夫した。今後も毎年実施している嗜好調査の結果をもとに、

より良いものを提供していく。 

・栄養管理：栄養目標量に対し、それぞれの栄養素の給与栄養量は平均７５％以上達成でき

たが、カルシウムとビタミン A が６０％台である。カルシウムとビタミン A を多く含む食品

やメニューを多く取り入れるなど工夫が必要である。また、栄養ケア・マネジメントについ

ては、個々の栄養状態を判定し、改善すべき栄養上の問題を解決するために担当職員や専門

職との連携を図ることができた。しかし、まだ十分とは言えず、ひとり一人に合った栄養量

の提供・給食以外の摂取内容の把握と改善、安全な食事形態の見直し、多職種連携のシステ

ム作り等を行い、栄養ケア・マネジメントのゴールである、利用者の生活の質、人生の質の

向上につなげていく。 

いう結果であった。今後、従来の感染予防策に加え、新たな病原体にも対応した感染対策がな

されるよう努め、感染の蔓延防止に努めていきたい。 



（４）就労支援 

   ①就労継続支援Ｂ型事業所においては、利用者の障害状況や適性，地域の実情や景気動向を十分に

勘案して作業種目を選定し、個別支援計画に基づき支援を行った。 

   ②工賃向上に向けた取り組みとして、主なものとして以下のことを行った。 

    ・毎月の月例会において利用者に対し工賃向上の取り組みについて説明を行った。 

    ・利用者一人ひとりに令和２年度の目標工賃額と実際の支給額について説明し配布した。 

    ・企業内清掃作業の取り入れで、けやきの村内の清掃作業と法人内施設のエアコンフィルター清

掃を行った。 

    ・印刷業務では、行政機関や企業と封筒印刷や名刺印刷の単価契約を締結し、年間を通じて受注 

を受けた。 

    ・福島市役所（（株）福厚企画）と年賀状、喪中はがき印刷について業務委託契約を締結し、印刷   

     の仕事を受注した。 

    ・お歳暮用として日本ハムギフトセットの委託販売を行った。 

    ・新規作業として、紙業会社と委託契約を締結し、段ボール製品の組立作業を開始した。また、

玩具の梱包作業も取り入れた。 

    ・施設外就労として、資源回収業者と委託契約を締結し、古紙回収業務を請け負った。 

    ・農福連携事業へ参加し、施設外就労でリンゴ箱の組立作業を行った。 

   ③就労移行支援事業所においては、利用者の一般企業への就職を目標として、ハローワーク、障害

者就業・生活支援センター等との連携を図り、求職活動の支援に努めた。また、利用者の就労に

関する適性や要望に応じた職種での職場見学の実施や特別支援学校および養護学校等の連携に

努めた。 

    ・一般企業等就職者数；０名 

・ハローワーク登録者数；１名 

    ・障害者就業・生活支援センター登録者数；１名 

    ・企業採用試験等応募者数；１名 

 ・フォローアップ支援（職場訪問）者数；２名 

④将来の就労継続支援Ｂ型事業所および就労移行支援事業所の利用につなげるため、下記のとおり

養護学校の生徒の実習を受け入れた。 

    ・福島県立大笹生支援学校   高等部２年生 １名    

   ⑤就労アセスメント実施状況                            （名） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

男        

女        

 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合  計 

男  １（4）    １（4） 

女       

※（   ）書きは、延べ実施日数 

※就労アセスメントとは、労移行支援事業所等が、面談や作業観察によるアセスメントを行い、支援対象 

者の就労面の情報（作業能力、就労意欲、集中力等）を把握すること。 

⑥年間事業収入額（新体系移行後） 

年   度 年間事業収入額 年   度 年間事業収入額 

令和 ２ 年度 １７，１２１，７９１円 平成２６年度 １２，６５７，２９０円 



令和 元 年度 ２０，０９９，５１６円 平成２５年度 １０，９０５，０２２円 

平成３０年度 １９，６５４，２６２円 平成２４年度 １２，１５２，６２１円 

平成２９年度 １９，７８１，６６３円 平成２３年度 １２，１３３，３６６円 

平成２８年度 １４，０３９，９３８円 平成２２年度 １０，９５０，０１５円 

平成２７年度 １３，３０１，９３０円 平成２１年度 １１，１０１，５９６円 

   ⑦平成２２～令和元年度事業別月額平均工賃額 

事 業 所 区 分 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

工賃引上げ計画目標工賃 １７，３００円 ２０，９００円 １５，５００円 １８，０００円 ２０，０００円 １５，０００円 

就労継続支援Ｂ型事業所 
１２，７４３

円 

１４，７９５

円 

１４，６０５

円 

１２，８５４

円 

１４，２２８

円 

１４，６６１

円 

就 労 移 行 支 援 事 業 所 
１１，１０６

円 

１６，３９４

円 

１６，９２５

円 
９，０８１円 ８，２３７円 ９，４４９円 

生活介護生産活動事業 ３０１円 ３３２円 ４７７円 ７０７円 ５３２円 ４７５円 

事 業 所 区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

工賃引上げ計画目標工賃 １５，５００円 １６，０００円 １６，５００円 ２０，０００円 ２２，０００円 

就労継続支援Ｂ型事業所 
１５，７３３

円 

１６，４４９

円 

１７，４２９

円 

２１，１３７

円 

20，092 

円 

就 労 移 行 支 援 事 業 所 
１２，４０４

円 

１１，２４９

円 

７，５３９

円 

８，７６７ 

円 

5，401 

円 

生活介護生産活動事業 ５３４円 ６１６円 ６９０円 ７９０円 964 円 

⑧平成２８～令和２年度工賃引上げ計画書による目標工賃額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）各種訓練等の実施状況 

   ①介護外出（一人では外出できない利用者のための訓練） 

    ・生活介護 実施回数；４７回 １７３名参加（実人員；３８名）  

    ・就労支援 実施回数；５０回 ８４名参加（実人員；２０名） 

   ②バスハイク 

    ・生活介護 実施回数； ０回  コロナ禍のため、実施できなかった。 

事 業 所 区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

工賃引上げ計画目標工賃 １５，５００円 １６，０００円 １６，５００円 ２０，０００円 ２２，０００円 

●評価と課題 

就労継続支援 B 型事業では、主力となる作業（ヘルメット内装加工）の減産により、作業

量の大幅な低下が見られたが、新規作業の開拓や施設外就労への取り組みを行った。新型コ

ロナウイルス感染防止対策により、通所利用者の欠席も多く見られたが、在宅就労支援への

取り組みを行い、利用率の減少に対応した。工賃額は２万円を超えることはできたが、目標

工賃額の２万２千円には届かなかった。感染拡大は終息を見せていないが、主力作業の作業

量も増え、新規作業も安定した受注となっている。利用率のアップ、工賃向上（目標工賃額の

達成）に努めていく。就労移行支援事業では、定員利用が達成をしていない。関係機関との連

携を図り、人材確保に努めていく。利用される方の適性や要望に応じた訓練や実習ができる

よう、プログラムの充実と一般就労に向けて相談支援に努めていく。 

 



    ・就労支援 実施回数； ０回  コロナ禍のため、実施できなかった。 

   ③一泊旅行 

・就労支援 実施回数； ０回  コロナ禍のため、実施できなかった。 

（６）父兄参加・地域開放行事の実施状況 コロナ禍のため、利用者のみで実施。 

   ①花 見 会（ ４月１８日実施） 

②盆踊り大会（ ８月 ６日実施） 

③け や き 祭（ 未 実 施 ） 

④芋 煮 会（１０月２２日実施） 

（７）対外行事等への参加状況 

① 三井流舞踊感謝大会            （ ４月 ７日） ０名参加 

② 福島県障がい者総合体育大会（会津若松市） （ ５月１７日） コロナ禍のため中止 

③ 福島市障がい者スポーツ大会        （ －月 －日） ふくしまパラスポーツチャ 

                              レンジ２０２０に代替 

④ 中野地区大運動会             （ －月 －日） 中野小運動会に代替の為不 

                             参加 

⑤ ふくしまパラスポーツチャレンジ 2020   （１０月１４日） ３名参加 

⑥ 障害者週間記念事業ふれあいのつどい       （１２月２７日～２９日） ０名参加 

⑦ 中野地区展覧会出品               （ ２月 １日～ ２日）コロナ禍のため中止 

 

４，事故防止について 

（１）毎月の訓練については、火災・地震・水害等の非常災害時に利用者・職員が迅速・適切な行動がと

れるよう、災害内容の想定や発災の時間帯等を工夫し訓練の充実を図りました。また、法人施設間・

地域防災協力者・消防署・地域消防団など地域の方々との連携の強化のための「総合防災訓練」及び

「総合防災対策協力者懇談会」の開催を予定していたが、コロナウイルス感染症対策のため、隣接施

設と合同で職員のみでの総合防災訓練を実施した。 

また、神奈川県相模原市の障害者支援施設において発生した利用者殺害事件を契機に、防犯対策に

取り組むべく、職員対象に「防犯講習会」を開催していたが、今年度はコロナウイルス感染症対策の

ため、開催しなかった。 

① 避難訓練の実施        毎月１回 

② 総合防災訓練の実施      年１回（令和２年１１月２６日） 

③ 夜間想定防火管理検証     年１回（令和２年 ６月２５日） 

④ 地震・水害想定避難訓練    年３回 ※７月：風水害、９月：地震、 

10 月：水害（4 施設合同水害発生時避難訓練） 

⑤ 消防設備法定点検       年２回 

⑥ 火気・電気設備自主点検    年６回 

⑦ 防災講話（ビデオ上映）    年１回 コロナウイルス感染症対策のため中止 

⑧ 飯坂消防署による防火査察   年１回（令和２年 ８月１３日） 

⑨ 総合防災対策協力者懇談会   年１回 コロナウイルス感染症対策のため中止 

⑩ 法人内各施設合同通報訓練   年１回（令和２年 ８月３１日） 

⑪  防犯講習会          年１回 コロナウイルス感染症対策のため中止 

（２）新規採用者・異動職員を対象に、消火器・防火扉・非常放送等の施設内の設備及び取扱い方法を説

明した。 

（３）新規採用職員等を対象に実施している、年２回の普通救命救急講習会はコロナウイルス感染症対策



のため開催を見合わせた。 

（４）新規甲種防火管理講習会へは、コロナ禍のため派遣を見合わせた。 

（５）福祉避難所の開設を想定して、小型自家発電機及びジェットヒーターの使用訓練を実施した。 

（６）土砂災害の未然防止のために「防災対策～土砂災害等の未然防止のために」を基本として、土砂災

害警戒区域・土砂災害危険箇所・地すべり防止区域および地すべり危険箇所等の情報を全職員で共有

し、有事の際の対応に万全を期した。なお、静心園南側堰坂地域が急傾斜地の崩壊による特別警戒区

域（平成２１年１月３０日福島県告示第６２号）となっている。 

（７）福島市と連携し、令和２年１０月１０日に「災害における障がい者及びその家族のための避難所モ

デル事業避難訓練」に参加し、避難所開設、避難者（登録者）の受け入れ、市役所との連絡調整を実

施要領に従い実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

５，施設の利用状況（各月初日現在在籍者数）                   （名） 

 入    所 通    所 
合  計 

生活介護 就労Ｂ型 就労移行 計 生活介護 就労Ｂ型 就労移行 計 

４月 53 20 0 73 15 40 1 56 129 

  ５月 53 20 0 73 15 40 1 56 129 

  ６月 53 20 0 73 15 40 1 56 129 

  ７月 53 20 0 73 15 39 1 55 128 

  ８月 54 20 0 74 15 39 1 55 129 

  ９月 54 20 0 74 15 39 0 54 128 

 １０月 53 19 0 72 15 38 0 53 125 

 １１月 50 19 0 69 15 38 1 54 123 

 １２月 51 19 0 70 15 38 1 54 124 

  １月 53 19 0 72 14 38 1 53 125 

  ２月 54 19 0 73 13 38 1 52 125 

  ３月 54 19 0 73 13 38 1 52 125 

合  計 635 234 0 869 175 465 10 650 1519 

（平均） 52.9 19.5 0 72.4 14.6 38.8 0.8 54.2 126.6 

前年度平均 53.0 20.6 0 73.6 12.7 40.3 1.1 54.1 127.8 

３／３１現在 54 19 0 7３ 13 38 1 52 125 

 

６，新規利用者及び退所の状況 

 新 規 退所者 備    考（退所者の状況） 

生活介護 ７ 6 死亡 5 名、入院 1 名 

就労Ｂ型 ７ 1 他事業所へ 1 名 

●評価と課題 

 今年度はコロナ感染症対策を行いながらの避難訓練となり、避難場所や避難時の整列等を

工夫しながら実施した。未だ非常放送設備の取扱いに戸惑ったり、初期消火等の手順につい

てどうしたらよいか分からないという職員も複数名おり、緊急時の行動要領等の周知ができ

ていないため、行動要領を配布するなどして、避難訓練や有事の際に適切な行動がとれるよ

うに周知していきたい。 



就労移行 1 1 入院契約終了 1 名 

（合 計） 15 8  

 

７，定員充足率（令和３年３月３１日現在）           （名） 

 定 数  現 員 充 足 率 備     考 

生活介護  ５４   ６７ １２４．１％  

就労Ｂ型  ５４   ５７ １０５．６％  

就労移行  ６    １ １６．６％  

（合 計） １１４  １２５ １０９．６％  

施設入所  ８０   ７1 ８８．８％  

 

８，障害支援区分状況（令和３年３月３１日現在 通所者は除く。） （名） 

 生活介護 就労Ｂ型 就労移行 合  計 割  合 割合（前年

度） 

６ ２０  ０  ０ ２０ ２７．４％ ２３．０％ 

５ １０  ０  ０ １０ １３．８％ １６．２％ 

４ １6  ５  ０ ２1 ２８．８％ ２８．４％ 

３  8  ７  ０ １5 ２０．５％ ２１．６％ 

２  ０  ５  ０  ５ ６．８％ ８．１％ 

１  ０  ２  ０  ２ ２．７％ ２．７％ 

区分無  ０  ０  ０  ０ ０．０％ ０．０％ 

合計 ５４ 19  ０ ７３   

前年度 ５４ ２０  ０ ７４   

 

９，短期入所の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０，通所利用状況（就労支援事業利用者）         

 利用者数 利用日数  利用者数 利用日数 

 ４月 8 名    36 日 １０月   13 名 51 日 

５月    8 名   36 日 １１月   12 名   58 日 

６月    8 名    40 日 １２月   11 名   59 日 

７月    15 名    61 日 １月 10 名   51 日 

８月    9 名    55 日 ２月   9 名   34 日 

９月    11 名    57 日 ３月   8 名   43 日 

   合 計 １２２名 ５８１日 

   前年度 １６３名 ７１９日 

 利 用 者 数（名） 
基本日数 

平  均 

利用日数 
利 用 率 備   考 

Ｂ 型 移 行 合 計 

４月 ４０ １ ４１ ２２日 １７．１日 ７７．７％  



 

５月 ４０ １ ４１ ２３日 １６．７日  ７２．６％  

６月 ４０ １ ４１ ２２日 １７．１日  ７７．７％  

７月 ３９ １ ４０ ２３日 １７．３日  ７５．２％  

８月 ３９ １ ４０ ２３日 １６．０日  ６９．６％  

９月 ３９ ０ ３９ ２２日 １６．１日  ７３．２％  

１０月 ３８ 1 ３９ ２３日 １７．６日  ７６．５％  

１１月 ３８ １ ３９ ２２日 １５．９日  ７２．３％  

１２月 ３８ 2 ４０ ２３日 １６．１日  ７０．０％  

１月 ３８ １ ３９ ２３日 １５．４日  ６７．０％  

２月 ３８ １ ３９ ２０日 １５．６日  ７８．０％  

３月 ３８ １ ３９ ２３日 １９．７日  ８５．７％  

合 計 ４６５ １2 ４７７ ２６９日 ２００．６日  ７４．６％ 前年度７７．６％ 


